
８ ． 資 源 物 と ご み の 分 別 区 分 一 覧 （ １ ０ 区 分 ） 

区 分  具体的な分別方法  収集頻度  使用する指定袋

空き缶  

○ 中身を処分し、プラスチック等が、

ついている場合は必ず外してくださ

い。  
○ スプレー缶は、キャップをはずし、

穴をあけてください。  

月 2 回  資源ごみ袋  

空きびん  

○中身を処分し、キャップは、素材ごと

に分別してください。  
金属製のキャップ→金属類  
プラスチック製のキャップ  
→プラスチック類  

○化粧品のビンで乳白色のものは、不燃

ごみに分類してください  

月 2 回  資源ごみ袋  

ペット  
ボトル  

○ペットボトルマークが、ついているも

のが対象になります。  
○キャップは、プラスチック製容器類に

分類してください。  

月 2 回  資源ごみ袋  

プラス  
チック製  
容器類  

○プラスチック容器マークが、ついてい

るものが対象になります。  
○あまりに汚れているものは、リサイク

ルできないので、可燃ごみに分類して

ください。  

月 2 回  資源ごみ袋  

金属類  ○プラスチック等がついているものは、

できるだけはずしてください。  月 2 回  資源ごみ袋  

ガラス類  
○割れたガラスは、紙に包んで袋に入れ

てください。  
○ビン類とは、混ぜないでください。  

月 2 回  資源ごみ袋  

衣類  
○ぬれないように袋に入れてください。

○汚れているものは、可燃ごみとして出

してください。  
月 2 回  資源ごみ袋  

資  

 

源  

 

ご  

 

み  

紙類  

①新聞 ②紙パック ③雑誌・書籍  
④ダンボール ⑤その他の紙類  
○種類ごとに片手で持てる程度にひも

で縛り「資源ごみシール」を貼り付け

て出してください。  

月 2 回  資源ごみシール

可燃ごみ  

○生ごみは、水切りを行ってください。

○油は、紙や布にしみこませるか、凝固

材で固めてください。  
○板・枝等は、袋に入る程度に切ってく

ださい。  
○布類は、３０ｃｍ×３０ｃｍ程度に切

ってください。  
○紙おむつは、汚物を取り除いてから出

してください。  

週２回  可燃ごみ袋  

不燃ごみ  ○不燃ごみの種類は分別事典で確認し  
てください。  月２回  不燃ごみ袋  

 



空き缶 
 
空き缶に分類されるもの    
 
・アルミ缶    ・スチール缶  
・スプレー缶   ・ミルク缶  
・金属製の菓子箱 ・缶詰の缶 等  
 
 
空き缶の出し方  
 
・中身を処分し、軽く水ですすいでく  

ださい。すすぐことでリサイクルの  
効率が、よくなります。  

 
 
・プラスチック等が、ついている場合  

は必ず取外し、素材に応じて分別し  
てください。  

 
 
・スプレー缶は中身を使い切り、釘な  

どで穴をあけてから袋に入れてくだ  
さい。  

 



空きびん 
 
空きびんに分類されるもの    
 
・ビール瓶    ・一升瓶  
・調味料の瓶   ・化粧品の容器  
・ガラス瓶    ・ジャムの瓶  
・栄養ドリンクの瓶 等  
 
 
空きびんの出し方  
 
・中身を処分し、軽く水ですすいでく  

ださい。すすぐことでリサイクルの  
 効率が、よくなります。  
 
 
・キャップがついているものは、必ず  
 取外して素材ごとに分別してくださ  
 い。  

           

プラスチック製

容 器 類 に 分 別 プラスチック製 →  

          金 属 類 に 分 別 金  属  製 →  
 
 
・曇りガラスのびんやびんの色が乳白色  
 のものは、リサイクルできませんので  

不燃ごみに分別してください。  
 



ペットボトル 
 
 
ペットボトルに分類されるもの  

 
  ボトルのラベルにこのマークが付いている飲料  

（酒類、しょうゆ用容器などが対象になります。） 
 
 
ペットボトルの出し方  
 

 

①  ・キャップは、必ずはずしてください。  
・取り外したキャップは「プラスチック容器類」  

に分別してください。  
・ラベルは、なるべくはずして「プラスチック  

容器類」に分別してください。  

 

②  

・中身を処分し、軽く水ですすいでください。  
 すすぐことでリサイクルの効率が、よくなります。

③  

 

・軽くつぶして、ペットボトルだけを資源ごみの  
袋にまとめて入れてください。  

 
※ 分別時の注意点  
 ・ひどく汚れているペットボトルは、リサイクルできないので  
  可燃ごみに分別してください。  



プラスチック容器類 
 
プラスチック容器類に分類されるもの  
          
 
         容器や包装にこのマークの付いているすべての  
         ものがリサイクル対象になります。  
 
 
代表的なもの  
 

ボトル類    チューブ類    ネット類    カップ類  
 
 
 
 

キャップ類    ポリ袋・ラップ類    発泡スチロール類  
 
 
 
 
  
対象外   ✖ プラスチック製品（リサイクルマークのないもの） 
のもの     ビデオテープ、歯ブラシ、スポンジ、ゴム手袋  
        ホース、植木鉢（プラ製） 等  

 
      ✖ 汚れがひどいプラスチック製容器類  
        軽くすすいでも汚れが落ちないもの  
         
      ✖ 中身が残ったままのプラスチック製容器類  
 

対象外のものは、リサイクルできませんので可燃ごみ  
に分別してください。  



プラスチック容器類の出し方  
 

プラスチック容器類は、汚れがひどい場合、リサイクルができませ

ん。そのため中身を軽くすすぐなどして容器をきれいにしてください。 
 下記の表に汚れの落とし方を記載しますので、これを参考にして搬

出を行ってください。  
 

種  類  主なもの  搬出時の注意点  

ボトル類  シャンプー容器、洗剤容器 等 中を軽く水ですすいでください。

チューブ類  歯磨き粉、マヨネーズ 等  使い切ってから出してください。

※水ですすぐ必要はありません。

ネット類  野菜・果物の入っていたネット そのまま出してください。  

カップ類  カップめん容器、卵パック 等

汚れを紙でふき取るか、軽く水で

すすいでください。  
紙でふき取った場合は、紙を可燃

ごみに出してください。  

キャップ類  ペットボトル、  
インスタントコーヒー等のふた

そのまま出してください。  

ポリ袋・ラップ類  レジ袋、お菓子の袋、ラップ 等 そのまま出してください。  

発泡スチロール類  生鮮食品用トレイ、緩衝材 等

汚れを紙でふき取るか、軽く水で

すすいでください。  
紙でふき取った場合は、紙を可燃

ごみに出してください。  
※緩衝材は洗う必要ありません。

 
※大量の水や洗剤を使ってきれいにしようとすると、河川の環境を悪化させることに  
 なります。汚れを落とす際は軽く水ですすぐ程度にしましょう。  
※紙を使用して汚れをふき取る方法もあります。  
※上記の方法を行い、河川環境を守っていきましょう。  
 



金属類 
 
金属類に分類されるもの  
 
・フライパン   ・なべ  
・やかん     ・ハンガー  
・キャップ（金属製） 等  
 
 
金属類の出し方  
 
・なべのふた等にプラスチックがつい  

ている場合は、できるだけ取外し素  
材ごとに分別してください。  

 
 
・傘は布を取外し、骨組みを金属類に  
 分別してください。布は可燃ごみに  
 分別してください。  
 
 
・刃物を出す場合は、紙などで刃を包  
 み、切れないようにしてください。  
 
 
・針、画鋲、釘などは危険なので缶に  
 入れてから出してください。  



ガラス類 
 
ガラス類に分類されるもの    
 
・ガラス板    ・ガラス製コップ  
・ビン以外のガラス製品 等  
 
ガラス類を出す際の注意点  
 
・割れているものは、紙などで包んで  
 ください。  
 
・びん類と混ぜないでください。  
 

衣 類 
 
衣類に分類されるもの    
 
・スーツ    ・シャツ  
・ジーンズ   ・ジャンバー 等  
 
衣類を出す際の注意点  
 
・汚れているものはリサイクルできません  

可燃 可燃ごみで出してください。  
 
・毛布、シーツ、タオル等は、可燃ごみで  
 出してください。  
 
・ぬれないようにしてください。  



紙 類 
 
紙類に分類されるもの  
 
・飲料パック  ・新聞  ・雑誌  
・ダンボール  ・紙類 等  
 
 
紙類を出す際の注意点  
 
・紙類は「飲料パック」「ダンボール」  
 「新聞」「雑誌類」「その他の紙類」の  
 品目別に束ねて出してください。  
 
・縛る際は、ビニールひもや紙ひもを使  
 用し、片手で持てる程度の重さで縛っ  
 てください。粘着テープで束ねるとリ  

サイクルできません。  
 
・飲料パックは、中を軽くすすいでから  
 切り開いて束ねてください。  
 
・内側が銀色の飲料パックは、可燃ごみ  
 に出してください。  
 
・ホチキスや封筒の窓（フィルム部分）  

は取り除いてください。  
 
・カーボン紙、感熱紙、写真などは可燃  可燃 

ごみで出してください。

 


